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 三重県鈴鹿建設事務所、気象庁津地方気象台、国土交通省三重河川国道事務所 
 



大規模水害に対する住民意識の向上【国、県、市】 

大規模水害に対する住民意識の向上を図るため、洪水浸水想定区域図の分かりやすい説明・周知や
ハザードマップの改訂・周知、学校等における防災教育の実施 
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道路・鉄道網、市役所や駅等のランドマーク情報を追加し、 
より分かりやすい洪水浸水想定区域へ改良 

水防法に基づく洪水浸水想定区域図 分かりやすくした洪水浸水想定区域図 

ハザードマップ事例（兵庫県ＣＧハザードマップ） 

学校や地域での防災教育 

鈴鹿川水系洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 

鈴鹿川水系洪水浸水想定区域図［浸水継続時間］(想定最大規模) 

鈴鹿川の事例 
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計画規模 想定最大規模 

どういう想定なのかを分かりやすく 

浸水想定区域の前提となっている条件 

【H28年度度中】 

【H28年度度中】 



想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図における浸水深、浸水継続時間、家屋等倒壊等氾濫
想定区域図等に基づき、早期の立ち退き避難を前提とした避難計画の作成、水平避難や避難路の冠
水等も考慮したハザードマップの改訂 

早期の立ち退き避難を前提とした避難計画や洪水ハザードマップの改訂【市】   
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事例：鈴鹿市防災マップ 

現行ハザードマップの改訂 

浸水深や浸水継続時間、 
家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸侵食） 
を総合的に考慮して、立ち退き避難地区を設定 

出典：水害ハザードマップの手引き（H28.4）国土交通省 

早期の立退き避難が必要な区域の表示例 

【H29年度から検討実施】 2 



堤防決壊をした場合、短時間で氾濫流が到達する一方、氾濫形態によっては地区内への避難や垂直
避難が困難となり広域避難を要するため、避難勧告の発令等に着目したタイムラインを策定し、タ
イムラインに基づくより実践的な情報伝達演習等を実施 

情報伝達・避難計画等に関する事項 避難勧告の発令等に着目したタイムラインの策定と実践的な演習【国、県、市】 

× 
破堤 凡 

例 

○○河川事務所 住民等○○市
気象・水象情報

水防団待機水位到達
○○水位観測所（水位○○m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
○○水位観測所（水位○○m）

第一次防災体制

避難判断水位到達
○○水位観測所（水位○○m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
○○水位観測所（水位○○m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団指示

第二次防災体制

第三次防災体制

第四次防災体制

○ホットライン

○○地区避難勧告

○○地区避難準備情報

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） ○○地区避難指示

避難完了

要配慮者避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見

氾濫発生

○避難が必要な状況が夜間・早朝の
場合は、避難準備情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○連絡要員の配置

○管理職の配置

避難開始

○首長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（指示）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設、地下街、大規模
事業者に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣

◇台風予報-72h

-48h

-24h

-18h

-12h

0h

◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-6h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による避
難指示・避難勧告の受信

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC FORCEの活動

○水防団等への注意喚起

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

※台風上陸

◇暴風警報発表

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する○○県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

◇台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（○○気象台）

最終的な危険回避行動

避難勧告に着目したタイムラインの整備 

浸水到達時間の事例（鈴鹿川右岸3k地点で破堤した場合） 情報伝達演習 

水防演習(訓練)状況 

【引き続き実施】 3 



排水ポンプ車配置検討…浸水エリアに応じた排水ポンプ車の配置場所、進入経路、必要台数、燃料補給計画、
作業時間などを検討 

排水ポンプ車 

排水計画イメージ 

排水計画の策定、計画に基づく排水訓練【国、県、市】 

社会経済活動の早期再開、幹川道路や鉄道網途絶の影響の最小化を図るため、速やかに氾濫水を排
水するための排水計画を事前に作成し、その計画に基づく排水訓練の実施 

出典：濃尾平野の排水計画（第１版）平成25年8月・中部地方整備局河川部 

排水訓練 

茨城県常総市での排水活動状況（平成27年9月・中部地方整備局） 
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【H29年度から検討実施】 

【H30年度から実施】 



災害拠点病院・大規模工場等へ
浸水リスクの説明、水害対策等の
啓発活動 

XRAIN 
（XバンドMPレーダー） 

河川ライブカメラ(静止画像） 防災みえ.jp 

雨量・水位情報 

集中豪雨や 
局地的な大雨を 

把握 

川の防災情報 

出典：国土交通省 

雨の状況 
水位、予警報 

浸水想定区域図 

防災行政無線等の増設 

防災情報メール 

組織間の情報共有 

円滑で確実な避難行動、迅速な水防活動のための情報発信等【国、県、市】 

避難行動を促すため、迅速な水防活動を支援するためのスマートフォン等を活用したリアルタイム
情報の提供やプッシュ型情報の発信等を実施 

インターネット配信する 
箇所を順次拡大 

住民の避難行動を促し、迅速
な水防活動を支援するための
新たな情報配信 

洪水予報等の情報を 
プッシュ型で配信 

5 
三重河川国道 
事務所⇔市 



※鈴鹿川では約20km ※鈴鹿川では約5km 

河川管理者が実施するハード対策【国】 

洪水を安全に流下させるための堤防整備、河道掘削、樹木伐採等に加え、危機管理型ハード対策と
して堤防天端の保護等の実施 

危機管理型ハード対策 

堤防天端の保護 堤防裏法尻の補強 【H32年度まで】 【H32年度まで】 
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 各構成機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計
画や地域防災計画等に反映することによってその位置づけを明確
化し、より組織的、計画的、継続的に取り組むこととする。 
 
 今後、取組方針に基づき各構成機関が連携して減災対策を推進
し、毎年出水期前に開催する委員会において進捗状況を確認する
とともに、必要に応じて取組方針の見直しを行う。 
 
 また、実施した取組についても訓練・防災教育等を通じて習熟、
改善を図るなど、継続的にフォローアップを行うこととする。 
 
 なお、委員会は、全国で作成される他の取組方針の内容や技術
開発の動向等を収集した上で、随時、取組方針を見直すこととす
る。 
 

フォローアップ 
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